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福島市小鳥の森通信

いきもの森予報月

フクロウ
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小さな冬鳥たち

かぶらぎ さくらさん（8才）が
描いてくれました。

小鳥の森で観察してみよう105

冬に見られる鳥には、日本より北にあるロシア（シベリア）など他の国からやってくる冬鳥に加

え、日本の中で標高の高い山から低い平地へと降りてくる鳥がいます。そのような国内で移動する

鳥を漂鳥（ひょうちょう）と呼び、小鳥の森にも11月ごろにやってきます。

その中には、大きさが10cmほどの日本で一番体の小さい鳥もいます。頭

の中央に目立つ黄色い羽毛があり、それを菊（キク）に見立てて「頭の上

に菊を戴（いただ）く鳥」、つまりキクイタダキと命名されています。毎

年、シジュウカラやヤマガラなどの群れに混ざり、アカマツやスギなどの

針葉樹で虫取りをしている姿が見られます。ただし小さいだけでなく、かなりすばしっこい鳥なの

で、ゆっくりと観察するのは簡単ではありません。

またミソサザイも漂鳥のひとつ。キクイタダキより少しだけ大きく11cmほ

ど。全身茶色であまり目立たない鳥ですが、かわいらしい顔をしています。こ

ちらは水辺の近くや切った木が積んであるところで見られます。

どちらも小さく見つけにくいですが、姿のかわいらしさや愛嬌あるしぐさか

ら、冬に人気のある鳥たちです。

分類 フクロウ 目 フクロウ科
体長 約50cm
♪低音で「ホーホーゴロスケホーホー」

住んでいる環境
・森林、農耕地など

見られる時期
・年中

小鳥の森で見られる場所
・ネイチャーセンター付近
・カワセミの小径



＊小鳥の森通信「しじゅうから」はホームページでカラー版をご覧になれます。

＊園内の環境放射線量の詳細はホームページをご覧ください。

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター） 開館時間：午前８時３０分～午後５時
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
〒960-8202 福島市山口字宮脇98 Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800

小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/
小鳥の森通信「しじゅうから」2020年11月号№416／企画・発行：福島市小鳥の森／日本野鳥の会ふくしま

今年も棚田ではニホンアカガエルが卵塊（らん

かい）（卵の集合体）を産んでいました。アカ

ガエルは春になり冬眠から目覚めると、まだ水

の中も冷たいうちに卵を産みます。これは天敵

である水生昆虫やヘビがまだ眠っているう

ちにオタマジャクシを成長させるためだと言わ

れています。

豊かな水辺の象徴

（しょうちょう）であ

るアカガエルの卵で、

今年も小鳥の森の豊か

な自然を感じることが

できました。

出前講座のご案内スタッフだより

自 然 情 報月４ いきものニュース月

スタッフだより

小鳥の森では、市内の学校や学習センターな

ど様々な団体向けに出前講座を実施しています。

森の話や自然素材（放射線量の低い地域や県

外からの寄付でいただいたもの）を用いた工作

など色々な講座内容を用意しております。季節

や人数、活動時間に合わせたプログラムの作成、

組み合わせも可能です。

受付は先着順に行っていますので、希望日の

２週間前までに電話かＦＡＸにてお申し込み下

さい（※希望

日に予約が入

っていた場合、

対応できない

こともござい

ますので、ご

了承ください）。
（レンジャー ながと まゆみ）

嫌われ者だけど

10

冬の七草

「春の七草」「秋の七草」は有名ですが、「冬の

七草」を知っていますか。調べてみるといくつかの

「冬の七草」があるとわかりました。

・冬の七草① フキノトウ、フクジュソウ、セツブ

ンソウ、ユキワリソウ、カンアオイ、カンギク、ス

イセン。

・冬の七草② カボチャ（ナンキン）、うどん（う

んどん）、ニンジン、レンコン、寒天（カンテン）、

銀杏（ギンナン）、金柑（キンカン）。植物以外の

ものもありますが、冬至に「ん」が２つ付く食べ物

を食べると「運気が倍になる」とされ選ばれたよう

です。他にもありましたが明確な七草は決まってい

ないようです。植物の少ない「冬」では「春」や

「秋」のように七つも選ぶことができなかったのか

もしれませんね。
出前講座の様子

秋が近づくにつれて、よく見られるようになるジョロウグモの巣。森の中を歩いていると、不意

にクモの巣が顔に貼りついて嫌な思いをした人もいるのではないでしょうか。そんな嫌われ者の

クモですが、ネイチャーセンターの建物周りにもたくさんの巣が作られ、じっくりと様子をうか

がえる良い観察の対象になっていました。気持ち悪いと感じる人にこそ知って欲しいことがあり

ます。クモのエサは小さな虫。セミやトンボなど自分より大きな虫も。時には私たちにとって害

になる虫も食べてくれます。ですから、むやみにクモの巣を取り払うと害虫が増えてしまうこと

があるのです。クモは役に立つ仕事をしてくれていたんですね。

また、ジョロウグモがたくさんいるということは、エサとなる虫もたくさん住んでいる

ということ。クモの数でその場所の環境の豊かさを知ることもできます。自然にあふれ

た小鳥の森を改めて感じることができました。

さらにクモの巣は、晴れた日は太陽の光が当たると反射して虹色に見えますし、雨

の日は糸に水滴がつらなって芸術品のよう。どんな時でも私たちの目を楽しませてくれました。


